
平成３０年度

 川口市技能振興推進モデル事業所

選定専門部会

資   料

日 時 平成３０年１０月１０日（水）

 午前 ９時３０分より各事業所の視察

午前１１時００分より各事業所の審査

場 所  川口市役所 議会第３委員会室



平成３０年度

川口市技能振興推進モデル事業所選定専門部会

日時：平成３０年１０月１０日（水） 

                     午前 ９時３０分より各事業所の視察 

                      午前１１時００分より各事業所の審査 

場所：川口市役所 議会第３委員会室 

次      第

１ 開会

２ 挨拶

３ 議題

(1) 川口市技能振興推進モデル事業所審査及び選定について

４ 報告事項

(1) 川口市技能振興推進モデル事業所アンケート結果について 

５ 閉会



平成３０年度川口市技能振興推進モデル事業所の推薦結果 

１ 依頼団体  川口商工会議所 他４２団体 

２ 推薦事業所 

No. 
事業所名

所在地
代表者名 事業概要 推薦団体

１

新硬クローム工業

株式会社

南鳩ヶ谷３－１８－１８

代表取締役社長

新谷祐司

電気めっき業（工業用

硬質クロムめっき加

工）

鳩ヶ谷

商工会

２

有限会社泰洋精機

製作所

朝日３－９－３

代表取締役

間藤 悦男
精密機械加工

川口機械

工業協同

組合

３
戸田軽合金株式会社

弥平３－２－２２

代表取締役

吉田 彰俊
アルミ鋳物製造業

川口鋳物

工業協同

組合

４

株式会社フジムラ

製作所

領家３－１５－１

代表取締役

藤村 智広

各種精密板金加工・NCタレットパ

ンチング加工・レーザー加工・NC

ベンディング加工・プレス加工・ス

ポット溶接・各種溶接・カシメ加工

川口商工

会議所
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川口市

技能振興推進モデル
事業所

選定専門部会

平成30年10月10日
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新硬クローム工業
株式会社

技能面の特色

関東最大級のめっき槽（手前がめっきを剥がす槽）
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有限会社泰洋精機製作所

機械加工例 #7B ジグボーラー

主要生産品 技能面の特色
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戸田軽合金株式会社

森林治山工事用名板 研磨する機械

主要生産品と特徴 技能面の特色
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株式会社フジムラ製作所

生産管理システム（ICT）

技能面の特色 設備面の特色

レーザーとプレスの複合機

2018年11月完成予定
新社屋イメージ図
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平成３０年度 川口市技能振興推進モデル事業所選定専門部会 

選定について 

１ 推薦状況

事 業 所 名 住 所 代表者 推 薦 団 体 

（１）新硬クローム工業 株式会社 南鳩ヶ谷 3-18-18 新谷 祐司 鳩ヶ谷商工会 

（２）有限会社 泰洋精機製作所 朝日 3-9-3 間藤 悦男 川口機械工業協同組合 

（３）戸田軽合金 株式会社 弥平 3-2-22 吉田 彰俊 川口鋳物工業協同組合 

（４）株式会社 フジムラ製作所 領家 3-15-1 藤村 智広 川口商工会議所 

２ 技能振興推進モデル事業所 選定要件（次のいずれかに該当） 

① 高度熟練技能に基づく特徴ある技能や生産品を保持し、技能水準を広く知らしめている。 

② 技能を尊重し、優れた技能者を優遇している。 

③ 技能者の確保・育成に積極的に取り組み、顕著な実績を残している。 

④ 工場見学の受け入れ等により、ものづくりに関わる啓発を積極的に行っている。 

３ 選定専門部会における選定状況

（１）新硬クローム工業 株式会社

○ 第６０回埼玉県めっき技術競技会にて県知事賞を受賞。

彩の国ビジネスアリーナに出展している。

→ 選定要件①に該当 

○ 資格取得者へ給与面で優遇している。 

→ 選定要件②に該当 

○ 必要な資格の費用を負担して従業員に習得させている。 

→ 選定要件③に該当

昭和 39 年創業 従業員数 24 名 

事業内容：電気めっき業（工業用硬質クロムめっき加工） 

主要生産品：油圧ピストンロッド・自動車ボディ成形用金型・塩化ビニール成形用金

型へのめっき・研磨加工

事業概要 
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（２）有限会社 泰洋精機製作所 

○ 埼玉県でも１台か２台しか設備されていない高精度加工機である＃7Ｂジグボーラーを

保持している。 

→ 選定要件①に該当

○ 経験年数、技能習得度を給与に反映している。

→ 選定要件②に該当 

○ 平成 17 年度川口市産業技術・技能者顕彰制度において従業員が技あり賞を受賞。後進の指

導育成に力を入れている。

→ 選定要件③に該当 

（３）戸田軽合金 株式会社 

○ 平成 29 年、鋳物組合、川口鋳物技術センター主催の第 6 回鋳造技術コンクール軽合金部門

にて理事長賞（1 位）を受賞している。

→ 選定要件①に該当

○ 資格取得者は給料面で反映。

→ 選定要件②に該当 

○ 各種資格取得について、費用は会社が負担している。

→ 選定要件③に該当 

○ 他社から要望があれば随時工場を公開している。特に異業種からの問合せが多く、工場を

開放して提案を行っている。

→ 選定要件④に該当

昭和 32 年創業 従業員数 9名 

事業内容：精密機械加工 

主要生産品と特徴：板金機械、プレスプレート、照明器具など

高精度高品質に対応しており、プレスプレートの穴ピッチの精度では特に高い精度を保

持している。

事業概要 

昭和 32 年創業 従業員数 5名 

事業内容：アルミ鋳物製造業 

主要生産品：森林治山工事用名板、建設機械用機械部品、金属センサー筐体等

事業概要 
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（４）株式会社 フジムラ製作所 

○ 川口市市産品フェアや中小企業 新ものづくり・新サービス展等の展示会に積極的に参加。

  また、平成 29 年度川口商工会議所「川口 i-waza ブランド認定企業」へ認定。

→ 選定要件①に該当 

○ 技能・技術一覧表で有資格者の管理を行い、有資格者には給与面で反映。および技術内容 

や経験によって役職を優遇。

→ 選定要件②に該当 

○ 有資格者による資格取得指導を行っている。資格取得受検料は会社が負担している。 

→ 選定要件③に該当 

○ 平成２９年度埼玉県「彩の国指定工場」に指定。

中高生の職業体験の受け入れ、工場見学を実施している。 

→ 選定要件④に該当

平成 12 年創業 従業員数 36 名 

事業内容：各種精密板金加工・NC タレットパンチング加工・レーザー加工・NC ベン

ディング加工・プレス加工・スポット溶接・各種溶接・カシメ加工 

主要生産品：医療品、食品機器、機械パーツなど多種多様な板金製品を製作

事業概要 
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技能振興推進モデル事業所アンケート結果 

認定事業所                                （事業所数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

４３ ４７ ５０ ５５ ６３ ６８ 

平成 28 年度 平成 29 年度 

７２ ７８ 

廃業等 １０社 （工場閉鎖、工場移転、本社移転） 

１ 「認定プレート」の掲示について 

①  掲示している ６０／６８   掲示していない ８／６８（事業所数） 

②  掲示している場合、掲示場所について 

事業所入口付近に掲示 ３２／６０  事務所内に設置 ２５／６０ 

その他(応接室)     ３／６０              （事業所数） 

２③ 技能振興推進の実践をまとめ、発表                  （事業所数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

１５／３６ １８／４０ １９／４３ ２４／４８ ２８／５６ ３１／６１ 

平成 28 年度 平成 29 年度 

３６／６５ ３３／６８ 

業界紙、新聞掲載、テレビ取材 資格取得について社内で発表 講演会で取り組みを発表 等 

 ④ 工場見学の受け入れ                         （事業所数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

２６／３６ ２８／４０ ３３／４３ ３５／４８ ４３／５６ ４６／６１ 

平成 28 年度 平成 29 年度 

３６／６５ ３３／６８

市内小学校等受入  インターンシップ、実習等受入  企業の工場見学・勉強会受入等 

⑤ 技能振興に関わるイベント等への協力                  （事業所数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

１４／３６ １７／４０ ２１／４３ ２４／４８ ２２／５６ ２９／６１ 

平成 28 年度 平成 29 年度 

２４／６５ ２０／６８ 

かわぐち技能フェスタ たたら祭り 川口市市産品フェア 彩の国ビジネスアリーナ 展示会出展等

 ⑥ その他                               （事業所数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

５／３６ ５／４０ ９／４３ １２／４８ １４／５６ １５／６１ 

平成 28 年度 平成 29 年度 

１８／６５ １３／６８ 

ロボット異業種格闘技大会開催 外国人研修生への技術指導 外国人技能実習生の受け入れ 

海外への専門家派遣と技術指導 自社でワークショップを開催 
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川口市技能振興推進モデル事業所認定事業実施要綱 

１ 事業の趣旨・目的 

  この事業は、本市産業における鋳物・機械・木型などの工業・建設業・植木造園業・ 

食品加工製造業など様々な製造業の分野で、優れた技能の維持・発展に積極的に取り組 

 む事業所を「川口市技能振興推進モデル事業所」として認定し、広く市民に公表し、そ 

 の取り組みを賞するとともに技能に対する市民の認識を高め、高度熟練技能の維持向上 

 を図り、次代に継承・発展させることを目的とするものである。 

２ 選定要件 

  「川口市技能振興推進モデル事業所」は、次の要件のいずれかに該当し、かつ、他の 

 事業所の模範となる事業所を選定するものとする。 

（１）高度熟練技能に基づく生産品を有し、市内産業界の技能水準の高さを広く知らし

めている事業所 

（２）技能を尊重し、優れた技能者を優遇している事業所 

（３）技能者の確保・育成に積極的に取り組み顕著な実績を残している事業所 

（４）工場見学の受け入れ等により、ものづくりに関わる啓発を積極的に行っている事

業所 

３ 選定の手続き 

  「川口市技能振興推進モデル事業所」の認定を受けようとする者は、以下の手続きに 

 より申請するものとする。 

（１）所属する業界団体からの推薦を受け、業界団体による「川口市技能振興推進モデ

ル事業所推薦書」（様式第１号）及び「川口市技能振興推進モデル事業所認定申

請書」（様式第２号）を川口市経済部経営支援課に提出するものとする。 

（２）前号の「推薦書」及び「認定申請書」を受けた経営支援課は、申請のあった事業

所について必要事項の調査を行うものとする。 

４ 認定 

  市長は、認定事業所の選定を行うための審査機関を「川口市労政協議会専門部会」と

し、その名称を「川口市技能振興推進モデル事業所選定専門部会」（以下、選定専門部

会という。）とする。 

  選定専門部会は、前項第２号の調査結果により審査を行い、この要綱に定める要件を 

 満たす事業所を選定し、労政協議会に報告するものとする。 

  労政協議会は、選定専門部会の審査報告を踏まえて協議し、モデル事業所の候補を決 

 定し、市長に報告するものとする。 

  市長は、労政協議会の協議結果を踏まえて、各年度の予算の範囲内で順次モデル事業 

 所として認定し、認定証を交付するものとする。 
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５ 認定事業所の役割 

  「川口市技能振興推進モデル事業所」として認定を受けた事業所は、次の事項を実施 

 するとともに技能の振興に関し積極的な推進を図るものとする。 

（１）モデル事業所であることを明示した「認定証（プレート）」を事業所の入口等に

掲げ、市民への啓発に努める。 

（２）事業所における技能振興推進の実践をまとめ、発表する。 

（３）生産現場に支障のない範囲での工場見学の受け入れなどを行い、優れた技能を公

開する。 

（４）技能振興に関わるイベント等に積極的に協力する。 

（５）その他 

６ 認定の取り消し 

  市長は、モデル事業所の認定を受けた事業所がこの要綱に定める要件に該当しなくな 

 り、認定事業所としての適格性を欠くと認めるときは、認定を取り消すことができる。 

７ その他 

  この要綱に定めるもののほか、モデル事業所の選定について必要な事項は、別に定め 

 るものとする。 

  附 則 

 この要綱は、平成９年１月１日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
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